
砂糖の価格調整制度の仕組み

内外価格差

これは、海外の主要生産
地では、大規模生産によ
る費用対効果の高さや、
低賃金の労働力のほか、
さとうきび栽培に適し
た気候が要因となって
います。

砂糖は内外価格差が大きいため、何もしなければ国内産糖の生産は存続でき
ません。
このため、国の政策として安価な輸入糖から当機構が調整金を徴収し、これ
を主な財源として鹿児島県南西諸島や沖縄県のさとうきび生産者や北海道
のてん菜生産者、また甘しゃ糖・てん菜糖製造業者を支援しています。

国内産糖は、海外産と比
較すると、てん菜糖で約
2倍、甘しゃ糖で約５倍も
の内外価格差がありま
す。

輸入される粗糖や異性化糖、加糖調製品から調整金を徴収し、
これを主な財源として、国内のさとうきび・てん菜生産者、甘しゃ糖・
てん菜糖製造事業者に対し交付金として支援する。

この仕組みによって、内外価格差のある両者間のバランスがとられ国内
価格が同じ水準となり、国産の砂糖が消費されるようにしています。
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主要国の甘味資源作物（さとうきび・てん菜）の
収穫面積（２０20/２０21年度）

（単位：万ha）
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資料：LMC International「alic sugar quarterly」
注：年度は各国の砂糖年度。
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出典：農林水産省農産局地域作物課調べ
注：SYは砂糖年度で10月から翌年9月

砂糖の内外価格差の現状（R2ＳＹ）
（単位：円/kg）
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